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業務用ビル液冷空調システムの開発 

空間的・期間的な室内温熱環境・エネルギーシミュレーションの実現 
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図１ 液冷空調システムを設置したZEB化基準執務室モデル 

図２ シミュレーション手法 

ネットワークモデル 

建築外皮等の境界・空
調機器等の性能の時
間変動を解く 

CFDによる室内環境
寄与率（CRI）モデル 

室内温熱環境の空間
分布要素を解く 

組込 

 本研究は、液冷空調システムを設置したZEB化基準執務室に対し、
CFDによる室内環境寄与率（CRI）モデルをネットワークモデルに組み込
む手法で、空調制御を反映した空間的・期間的な室内温熱環境・エネル
ギシミュレーションを実現するものである。 
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図３ 冷房期PMV予測結果 
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冷房期における全員（84人）快適性（∣PMV∣<=0.5）の満足率 

図４ 各空調器のエネルギー投入量 

液冷空調システムの概要 

本システムは、水を搬送媒体とし
た内部負荷液冷や放射冷房シス
テムからなり、内部発熱の拡散を
抑えて効率的な負荷処理を行う。 
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照明器具の発熱処理用
シート型液冷ユニット

パーティション用放射パネル
：人体顕熱負荷を処理

チルドビーム
機器と人体の残り負荷の処理

フィン形液冷ユニット
：排気熱を処理ト

デシカント空調機

吸着冷凍機

空気熱源HP

高効率液冷HP

インテリアゾーン

（内部負荷液冷システム＆全熱処理チルドビームシステム）

(回収熱有効利用できる
高効率熱源システム)

(外気潜熱負荷処理システム)

図2．全システムの構成 

図1．液冷空調システムの概念 
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図4．液冷装置の条件変化による熱回収量の変化 

            (a) ノートパソコン用の場合                (b)デスクトップパソコンの場合 
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図3．発熱機器と液冷熱回収ユニットの構成 
本開発システムの特徴 

内部発熱を室内に拡散前に処理
するため、空調エネルギーの大
幅な削減と室内温熱環境の飛躍
的向上が可能である。 
 

液冷熱回収装置の効果 

液冷熱回収装置の熱回収性能
に対して感度解析の結果により
、液冷熱回収装置の運用や室内
温度と熱回収装置の冷水温度
の差による熱回収性能を予測す
ることができる。また、人体に及
ぼす影響は皮膚温度により求め
た表面熱抵抗の変化から把握で
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図5．皮膚表面温度から求めた表面熱抵抗（デスクトップの場合） 
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